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1. はじめに

自国語を外国語の文字言語を用いて表記することは、外国語を自国文字言語で表記する

ことよりも難しい。それは表記の結果が目的言語内でどのように処理されるかという認識

がなければならないためである。日本語学習者にとっては日本語の音韻構造と表記の関係

を理解する前には表記される言葉が自国語であっても日本語の文字言語を利用して表記す

ることは難しいであろう。特に韓国語の音韻構造が日本語よりも複雑であるために、韓国

語話者は韓国語の語彙を音韻構造がより簡単な日本語のカタカナで表記することは、どの

音にどの文字を用いるのかという困難があろうことは容易に想像できる。また、終声とい

う日本語にはない現象をカタカナを用いて表記することは日本語話者の間でも意見が異な

る。そもそも小川(2012)が言及しているように、ある言語を他の言語の文字に正しく置き

 * 高麗大学校言語学科博士、TLA専任講師

DOI:10.16979/jmak..74.202111.69



70  日本近代學硏究……第 74 輯

換えることは不可能であり、韓国語をカタカナ表記するようになったのも韓流ブームによ

り多くの韓国語を日本語で表記する必要性が生じたここ20年来のことと言える。韓国語終

声を含む｢비빔밥｣の例(1)を見ても複数のカタカナ表記が存在していることが分かる。

(1)　 a. ビビンパ

　　 b. ピビンパッ

　　 c. ピビムパプ　　　　a, b, cは장원재(2009)

　　 d. ビビンパップ　　　박혜란(2007)　

また終声の音韻変化が存在する語彙に対するカタカナ表記に関しても、実際の発音に近

い表記をするものもあれば、元々のハングル表記をそのまま転写するような表記の例も見

ることができる。

(2)　　 a. 영릉[영능] 　　1. ヨンヌン 　2. ヨンルン

　　 b. 대학로[대항노] 　　1. テハンノ 　2. テーハクロ

　　 c. 한빛은행 　　1. ハンビッ 　2. ハンビット　　全て황정민(2002)

文字表記は音声重視の表記法もあれば、形態素や意味をより重視する表記法もあり、ど

ちらを採用するかは各言語により異なっているが、韓国語を表記するハングルは表音的で

ありながらも表意的な形態素表記を維持している文字表記法をとっている。このために、

実際の発音と表記とが非常に乖離している場合もある。以下(3)は韓国ソウルの地下鉄の駅

名表記を韓国語と日本語、英語で示したものである。

(3) a. 독립문 [동님문]  / トンニンムン  / Dongnimmun 

    b. 신림   [실림]    / シンリム      / Sillim

韓国語の表記はこのような漢字語だけでなく純韓国語の語彙においても形態素を維持し

つつ、発音される際には非常に豊富な音韻変化が適用されて文字通りに発音するだけでは

実際の発音と大きな差が生じてしまう恐れがあるほどに表記と発音の差が大きな言語であ

る。その韓国語をカタカナで表記する場合には、一文字一文字を転写するのか、音韻変化

を経た実際に発音される音声をもとに音写表記するのかという問題が発生する。
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韓国語は音韻変化に先立って音声変化も多く発生するために分節音の音節内の位置によ

る発音の差や調音方法と位置による正確な発音法を学習初期から始める必要があるような

表記と発音の差が大きい言語(이현숙2014)である。そのような発音と表記の差を韓国語話

者である日本語上級学習者は、平音字母に対して清音表記よりも濁音表記の方が多いこと

が分かっている(黒柳2020b)が、これは日本語話者が清音表記を好むという黒柳(2021)の結

果とは異なっており、同じ韓国語表記に対しても日本語話者と韓国語話者では異なる結果

を示している。音韻変化を伴う終声のカタカナ表記に対しても、日本語話者では音韻変化

を反映させた表記が好まれるという結果が出ている(黒柳2020a)が、日本語学習者である韓

国語話者ではどうであろうか。本稿では韓国語話者が視覚的情報を重視するという成(2017)

に基づき、日本人とは異なる結果になるであろうと想定した。

本稿では、上述した韓国語のカタカナ表記に関する議論を踏まえた上で、韓国語を母語

とする日本語学習者を対象に、終声による音韻変化を伴う韓国語の語彙をカタカナで表記

する実験を行い、結果の考察を行う。

2. 先行研究の検討と本稿の立場

韓国語をカタカナで表記した場合に発生する問題に対する研究は既に多くの成果を出し

ているが、語頭における清濁表記の問題や、単独表記される終声をどのように処理するか

というものがほとんどであった。また、日本語学習者による韓国語のカタカナ表記を対象

にしたものには中西(2005)、恩塚(2012)、김윤미(2012)などが挙げられるが、韓国語を母語

とする日本語学習者を対象に音韻変化を伴う韓国語に対するカタカナ表記に関して調査し

たものは管見の限り見当たらなかった。音韻変化と関わりのある先行研究としては以下の

ものが挙げられる。

中西(2005)は韓国語話者が韓国語をカタカナ表記する現象について調べているが、その

中でパッチムを含む場合はカタカナ韓国語が回避されるという特殊な現象があることを言

及しており、韓国語話者にとって韓国語に含まれる終声(パッチム)のカタカナ表記は容易

ではないことが伺える。その例としていくつか挙げられているものが｢닭살이야 ダッサリ

ヤー｣では終声｢ㄺ｣を促音｢ッ｣で処理し、｢살이｣の部分は｢サリ｣と音韻変化後の音を表記し

ている。一方の｢미안해요 ミアンヘヨ｣では｢안해｣の箇所で終声を単独で表記して｢アネ｣と
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せずに｢アンヘ｣と表記しており、｢다 하셨어요 ダハショッオヨ｣においては｢셨어｣の部分を

一般的には｢ショッソ｣と発音されるところであるが、あえて｢ショッオ｣と一文字一文字の

発音に着目していることが分かる。

黒柳(2020a)では日本語話者を対象に終声の音韻変化を伴い語彙に対するカタカナ表記に

関する調査を行い、終声｢ㄱ｣の音韻変化では促音｢ッ｣や撥音｢ン｣という表記の割合が

47.75%と高く表れ、音韻変化を伴う終声｢ㅂ｣では｢プ｣という開音節表記が過半数を超えて

いることが示している。

しかし、このように先行研究ではまだ明らかにされていない、韓国語話者による音韻変

化を伴う終声のカタカナ表記をどのように記しているのかを明らかにすることで、韓国語

カタカナ表記の問題点や今後の改善の方向性についての提案する。

　

3. 調査および結果

本稿は韓国語話者が音韻変化を伴う韓国語の語彙をカタカナでどのように表記するのか

を調査するために、日本語学習歴のある被験者のうち、上級学習者に該当する人を対象に

ハングルで表記された語彙を見て、それをカタカナで表記してもらう実験を行った。この

実験により、韓国語話者が元々の表記に影響されて転写表記を行うのか、あるいは音韻変

化した音声をもとにカタカナで表記するのかについて分析を行う。

3.1 調査対象

本実験の調査対象者となったのは日本語能力試験であるJLPTのN2級以上に合格している

者、あるいは日本に2年以上の滞在経験がある者1)とした。実験に用いた語彙は、先行研究

で言及されている表記や認識のずれが大きい項目を中心に選定し、本稿では以下(4)の四項

目に関して調査を行った。

1) 日本語能力試験のN2以上の資格を有さずに日本で2年以上滞在した被験者たちは、会社の業務で日本

語を使用したり、大学等で留学生活を送った場合であったために、一定以上の日本語能力を有する

と仮定して、本実験ではN2資格の所持者と同等レベルとしたが、各自の職種などの背景知識に関し

ては調べることができなった。
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　(4)　 終声｢ㄱ｣に子音が後続する場合

　　　  終声｢ㅂ｣に子音が後続する場合

　　　　終声が初声｢ㄹ｣に後続する場合

　　　　終声が初声｢ㅎ｣に後続する場合

日本語の中で既に一定の表記が定着しつつあるような語彙だけでは結果に偏りが発生す

る恐れがあるために、実際には存在しない仮想の語彙も含め、被験者の認識する表記をよ

り客観的に調査できるように調整した。

3.2 調査方法

調査はオンラインで行われ、ツールにはGoogleフォームを利用した。調査期間は2020年

10月1日から2週間で、本稿の上級学習者の条件に合った被験者は全員で48人であった。

そして、韓国語話者のカタカナ表記の詳しい様相を調べるために、本稿では二つの調査

を行った。まず<調査1>では音韻変化を伴わない語彙のカタカナ表記を分析し、韓国語話

者が視覚情報を重視しているという先行研究の結果を実証するために、韓国語話者の終声

に対する一般的な認識を確認することを目的とする。そして<調査2>では音韻変化を伴う

語彙のカタカナ表記を分析することで韓国語話者が視覚情報と音声情報のどちらに重きを

置いているのかを調査した。

4. 結果の分析および考察

先行研究では韓国語カタカナ表記を｢開音節｣表記、｢閉音節｣表記、｢複合｣表記、｢単音化｣
表記の四種類に分類していたが、本稿ではより詳しい表記分類のために、六種類に区別し

て調査を行った。｢転写｣表記と｢変音｣表記は｢開音節｣表記を詳細分類したもので、｢促音｣
表記と｢撥音｣表記は｢閉音節｣表記を分けたものである。まずは<調査1>として終声に音韻

変化の発生しない語中終声のカタカナ表記の結果を分析する。



74  日本近代學硏究……第 74 輯

<表1> 音韻変化のない語中終声のカタカナ表記2)

終声｢ㄱ｣ 終声｢ㅂ｣
件数 割合(%) 件数 割合(%)

開音節
転写表記 106 55.21 105 54.69

変音表記 0 0 0 0

閉音節
促音表記 62 32.29 43 22.40

撥音表記 0 0 23) 1.04

複合表記 23 11.98 39 20.31

単音表記 1 0.52 3 1.56

終声｢ㄱ｣を伴う語彙のうち、終声に音韻変化がないものでは、全体192件のうち106件が

｢転写｣で55.21%を占めた。次いで｢促音｣が62件の32.29%であり、｢複合｣は23件の11.98%と

なり、｢単音｣は1件のみであった。一方、｢変音｣と｢撥音｣は0件であった。

終声｢ㅂ｣を伴う語彙のうち、終声に音韻変化がないものでは、全体192件のうち105件が

｢転写｣で54.69%を占めた。次いで｢促音｣が43件で22.40%と多かったが、｢複合｣も39件で

20.31%を占め、その差は4件(2.09%)に過ぎなかった。そして｢単音｣が3件で1.56%、｢撥音｣
が2件(1.04%)となり、｢変音｣は0件であった。

<調査1>のこのような結果を見ると、韓国語話者では半数以上の音韻変化のない終声｢ㄱ｣
と｢ㅂ｣に対して｢転写｣をしているということが明らかになった。続いて語中終声のカタカ

ナ表記を調べた<調査２>の結果を見る。

この<調査2>では語中に現れる終声を韓国語話者がカタカナでどのように表記するのか

について調査する。音韻変化のない終声同様に音韻が変化する場合に、ハングルの表記自

体には変化がないために、音は変化しても表記は変わらず｢転写｣をするのか、あるいは音

の変化をカタカナ表記に反映するのかを調べる。　

2) この二種類の終声を選んだのは、語中にて音韻変化が起こるものの中で、かつ語彙として多数出現

するものにしたためである。これ以外の終声字母は語彙として終声に現れることが非常に少ないた

めに、今回の実験からは除外した。

3) 終声｢ㅂ｣で撥音表記を見せた語彙は｢답십｣に対する｢ンシ｣表記であったが、これは｢답십｣を｢담십｣
と見間違えて表記した可能性が考えられる。
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<表2> 語中終声に対する日本語話者と韓国語話者のカタカナ表記

日本語母語話者4) 韓国語母語話者

類型 件数 割合(%) 類型 件数 割合(%)

開音節表記 765 35.91
転写表記 743 59.54

変音表記 30 2.40

閉音節表記 1018 47.79
促音表記 200 16.03

撥音表記 104 8.33

複合表記 49 2.30 複合表記 111 8.89

単音表記 293 13.76 単音表記 60 4.81

その他 5 0.24 - - -

総計 2130 100 総計 1248 100

日本語話者において最も多く現れたのは｢促音｣や｢撥音｣などが含まれる｢閉音節｣で、合

わせて1018件になり、全体の47.79%を占めた。韓国語話者では｢促音｣が200件で16.03%、

｢撥音｣が104件の8.33%となり、合わせても24.36%にすぎず、韓国語話者においては｢促音｣
や｢撥音｣による｢閉音節｣は日本語話者に比べると少ないことが分かった。

一方、韓国語話者において最も多くを占めたのは｢転写｣の743件で全体の59.54%であ

り、｢変音｣30件(2.40%)を合わせた｢開音節｣が61.94%で、日本語話者の｢開音節｣35.91%と比

べて非常に高いことが分かる。このことから先行研究においても実際に韓国語話者は視覚

的情報を元に判断していると言われていることがここでも確認できた。

　

4.1 終声｢ㄱ｣に子音が後続する場合

ここでは、終声｢ㄱ｣に子音が後続することで音韻変化を起こす組み合わせのカタカナ表

記について日本語話者と韓国語話者の結果を示すと以下<表3>のようになる。

4) 黒柳(2020a)からの転載。
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<表3> 終声｢ㄱ｣に対する日本語話者と韓国語話者のカタカナ表記 ( )内は%

終声｢ㄱ｣ 開音節表記 閉音節表記 複合

表記

単音

表記転写表記 変音表記 促音表記 撥音表記

日本語話者 224(31.55) 399(47.75)
18

(2.54)
67

(9.44)

韓国語話者

全体

280
(58.33)

0(0)
105

(21.88)
38

(7.92)
37

(7.71)
20

(4.17)

音韻変化

のみ

174
(60.42)

0(0)
43

(14.93)
38

(13.19)
14

(4.86)
19

(6.60)

日本語話者と韓国語話者を比べると｢開音節｣に該当する｢転写｣の割合が終声｢ㄱ｣全体に

対しては58.33%で日本語話者の2倍近くとなり、音韻変化があるものではその差は更に広

がっている。一方の｢閉音節｣にあたる｢促音｣と｢撥音｣では韓国語話者では全体の29.75%と

音韻変化がある場合でも28.12%と日本語話者(47.75%)に比べて大きく下回った。

4.1.1 終声｢ㄱ｣の音韻変化

以下ではまず音韻変化のうち終声部分にのみ変化が生じる語彙に対する詳しい分析を

行っていく。本項では｢격남｣｢력못｣の二語が実験に用いられた。

<表4> ｢격남｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 総計(%)

開音節 転写表記 クナ 28 58.33

閉音節
促音表記 ッナ 7 14.58

撥音表記 ンナ 8 16.67

複合表記 ックナ 4 8.33

単音表記 ×ナ 1 2.08

韓国語｢격남[경남]｣では、｢転写｣の｢クナ｣が28件で58.33%と過半数を超えて最も多く、

次いで｢撥音｣の｢ンナ｣が8件の16.67%となった。｢促音｣の｢ッナ｣は7件の14.58%で、｢複合｣
の｢ックナ｣が4件(8.33%)、｢単音｣の｢×ナ｣は1件(2.08%)であった。
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<表5> ｢력못｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節 転写表記
クモ
グモ

34
1

70.83
2.08

72.92

閉音節
促音表記 ッモ 4 - 8.33

撥音表記 ンモ 4 - 8.33

複合表記 ックモ 4 - 8.33

単音表記 ×モ 1 - 2.08

韓国語｢력못[령몯]｣では、｢転写｣が最も多くなり、｢クモ｣の34件と｢グモ｣の1件で全体の

72.92%を占めた。次いで｢促音｣の｢ッモ｣、｢撥音｣の｢ンモ｣、｢複合｣の｢ックモ｣がそれぞれ4

件で8.33%ずつとなり、｢単音｣の｢×モ｣は1件の2.08%であった。

4.1.2 ｢ㄱ+初声｣の音韻変化

続いては先行終声｢ㄱ｣と後続初声の両方に音韻変化が生じる語彙に対する詳しい分析を

行っていく。本項では｢독립｣｢학여｣｢역호｣の三語が実験に用いられた。

<表6> ｢독립｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節 転写表記 クリ 27 - 56.25

閉音節
促音表記 ッリ / ッニ 5 / 1 10.42 / 2.08 12.50

撥音表記 ンニ / ンリ 10 / 4 20.83 / 8.33 29.17

複合表記 ックリ 1 - 2.08

韓国語｢독립[동닙]｣では、｢転写｣の｢クリ｣が27件で56.25%と過半数を超えて最も多く、

｢撥音｣の｢ンニ｣が10件、｢ンリ｣が4件で合わせて29.17%と続いた。｢ンリ｣は終声を音韻変化

に対応させつつも後続子音は音韻変化を反映せずに｢リ｣のままで表記している。次いで促

音表記｢ッリ｣が5件、｢ッニ｣が1件の合わせて12.50%となり、｢複合｣の｢ックリ｣が1件

(2.08%)であった。
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<表7> ｢학여｣5)に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節 転写表記 クヨ / グヨ 24 / 3 50.00 / 6.25 56.25

閉音節
促音表記

ッヨ / ッギョ
ッニョ

4 / 1
1

8.33 / 2.08
2.08

12.50

撥音表記 ンニョ / ンヨ 2 / 1 4.17 / 2.08 6.25

複合表記 ックヨ 1 - 2.08

単音表記 ギョ 11 - 22.92

韓国語｢학여(울)[항녀(울)]｣は、清音による｢クヨ｣という表記が24件で50.00%を占め、濁

音を用いた｢グヨ｣が3件(6.25%)で｢転写｣は全体の56.25%であった。次いで多かったのは｢単
音｣で｢ギョ｣が11件で22.92%であった。その後を｢促音｣が12.50%となり、内訳は｢ッヨ｣が4

件で8.33%、｢ッギョ｣と｢ッニョ｣はそれぞれ1件(2.08%)ずつと続いた。そして｢撥音｣は3件

(6.25%)で｢ンニョ｣が2件(4.17%)と｢ンヨ｣が1件(2.08%)で、｢複合｣は｢ックヨ｣の1件(2.08%)の

みであった。

<表8> ｢역호｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節 転写表記
クホ / グホ

クコ
25 / 1

1
52.08 / 2.08

2.08
56.25

閉音節 促音表記 ッホ / ッコ 7 / 5 14.58 / 10.42 31.25

複合表記 ックホ 2 - 4.17

単音表記 コ / ク× 6 / 1 12.50 / 2.08 14.58

韓国語｢역호[여코/역코]｣では、｢転写｣が56.25%と最も多く、内訳は｢クホ｣が25件で全体

の52.08%を占め、｢グホ｣と｢クコ｣がそれぞれ1件で2.08%ずつであった。次いで｢促音｣が
31.25%であり、内訳は｢ッホ｣が7件の14.58%と｢ッコ｣は5件(10.42%)であった。そして｢単
音｣として｢コ｣が6件の12.50%と｢ク×｣が1件で2.08%の合計14.58%を占め、｢複合｣の｢ックホ｣
は2件の4.17%であった。

5) 학여울[항녀울]はソウル地下鉄の駅名であるが、発音変化が非常に特殊な場合であり、韓国語話者の

間でも正確な音韻変化を知らない場合もあり、結果が分散したものと考えられる。
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<図1> 終声｢ㄱ｣の音韻変化

先行する終声のみが音韻変化する語彙では、全体96件のうち65.63%に当たる63件が｢転
写｣であり、次いで｢撥音｣が12件で12.50%を占めて2番目に多く、｢促音｣が11件の11.46%と

続いた。｢複合｣は8件(8.33%)、｢単音｣は2件の2.08%であった。

先行する終声と後続初声の両者に音韻変化が発生する語彙の場合では、全体144件のうち

｢転写｣は82件で56.94%を占め、次いで｢促音｣が24件の16.67%であった。続いて｢単音｣と
｢撥音｣がそれぞれ17件ずつで11.81%を占め、｢複合｣は4件で2.78%に留まった。

こうして見ると、韓国語話者は終声｢ㄱ｣のカタカナ表記に対して過半数以上の割合で｢転
写｣をしていることが分かる。特に興味深いのは<図1>から音韻変化のない終声｢ㄱ｣に対し

て韓国語話者は55.21%が｢転写｣をしていたが、音韻変化により音価が変わる<調査２>の語

彙に対して、むしろ｢転写｣の割合が<調査1>よりも増えていることである。本来ならば音

韻変化が起こらない場合のほうが終声｢ㄱ｣が｢ク｣と表記されると予想できるが、今回の実

験では異なる結果となった。これは視覚情報に頼る傾向にある韓国語話者が、音韻変化が

起きることを自覚しているが、本来の終声表記をより強調しようという意識が働いたので

はないかと思われるが、口頭調査を実施できなかったため正確なことは分からない。

また、終声も初声も音韻変化する語彙において｢単音｣の割合が10%を超えているが、こ

れは｢ㄱ＋母音｣や｢ㄱ＋ㅎ｣による激音化のように単音化しやすい環境が多く存在している

ことによるものと考えられる。

｢促音｣は終声のみに音韻変化が起こる場合のほうが割合が低くなっているが、これは該

当語彙が｢격남｣や｢력못｣のように音韻変化によって終声が鼻音化する語彙であったことが

影響している可能性が考えられる。一方の終声と初声の両方に音韻変化がある場合は｢역호｣
において｢ッホ｣や｢ッコ｣のような表記が多かった結果、｢促音｣が多くなった。
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4.2 終声｢ㅂ｣に子音が後続する場合

ここでは、終声｢ㅂ｣に子音が後続することで音韻変化を起こす組み合わせのカタカナ表

記について分析する。

<表9> 終声｢ㅂ｣に対するカタカナ表記の日韓比較

終声｢ㅂ｣ 開音節表記 閉音節表記
複合表記 単音表記

転写表記 変音表記 促音表記 撥音表記

日本語話者 323(50.55) 259(40.53) 28(4.38) 27(4.23)

韓国語話者
全体

195
(50.78)

13
(3.39)

77
(20.05)

24
(6.25)

66
(17.19)

9(2.34)

音韻変化のみ
90

(46.88)
13

(6.77)
34

(17.71)
22

(11.46)
27

(14.06)
6(3.13)

日本語話者と韓国語話者を比べると｢開音節｣に該当する｢転写｣と｢変音｣を合わせた割合

は韓国語話者では全ての終声｢ㅂ｣に対しては54.17%で、音韻変化があるものでも53.65%と

大きな差は見られなかったが、｢閉音節｣に当たる｢促音｣と｢撥音｣では全体の26.30%と音韻

変化のある場合で29.17%と日本語話者に比べて11.36%ほど少なくなっていた。その一方

で｢複合｣は音韻変化する場合でも日本語話者と比べた場合に9.68%ほど増えていることがわ

かった。これは、｢促音｣だけでは何らかの終声があるであろうことは分かるが、その音価

を示すことはできない弱点があり、｢転写｣では音価は分かるが、それが終声であるのか、

一つの文字として存在しているのかを見分けられなくなるので、終声であることを強調す

るために｢促音｣と｢転写｣の両者を利用したものではないかと考えられる。

4.2.1 終声｢ㅂ｣の音韻変化

以下ではまず音韻変化のうち終声部分にのみ変化が生じる語彙に対する詳しい分析を

行っていく。本稿では｢압내｣｢립문｣の二語が実験に用いられた。
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<表10> ｢압내｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節
転写表記

プネ / ブネ
プナイ

22 / 4
1

45.83 / 8.33
2.08

56.25

変音表記 ムネ 4 - 8.33

閉音節
促音表記 ッネ / ッナイ 1 / 1 2.08 / 2.08 4.17

撥音表記 ンネ 7 - 14.58

複合表記 ップネ / ッブネ 6 / 2 12.50 / 4.17 16.67

韓国語｢압내[암내]｣で最も多かった類型は｢転写｣で全体の56.25%を占め、その内訳は｢プ
ネ｣が22件の45.83%で、｢ブネ｣が4件(8.33%)と｢プナイ｣の1件(2.08%)であった。続いて｢複合｣
が16.67%で、内訳は｢ップネ｣が6件の12.50%と｢ッブネ｣の2件(4.17%)となり、｢撥音｣の｢ン
ネ｣は7件で14.58%であった。そして｢変音｣の｢ムネ｣が4件(8.33%)、｢促音｣は4.17%で｢ッネ｣
と｢ッナイ｣がそれぞれ1件(2.08%)ずつであった。

<表11> ｢립문｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節 転写表記 プム / ブム 11 / 6 22.92 / 12.50 35.42

閉音節
促音表記 ッム / ッモ 12 / 1 25.00 / 2.08 27.08

撥音表記 ンム 10 - 20.83

複合表記 ップム / ッブム 6 / 1 12.50 / 2.08 14.58

単音表記 ×ム 1 - 2.08

韓国語｢(독)립문[(동)님문]｣では、｢転写｣が35.42%で最も多くなり、｢プム｣の11件

(22.92%)と｢ブム｣の6件(12.50%)であった。｢促音｣が27.08%で次いで、｢ッム｣の12件

(25.00%)と｢ッモ｣の1件(2.08%)となった。｢撥音｣の｢ンム｣は10件で20.83%を占めて｢複合｣が
14.58%で続き、内訳は｢ップム｣が6件(12.50%)であり、｢ッブム｣は1件(2.08%)であった。そ

して｢単音｣の｢×ム｣は1件(2.08%)のみであった。

4.2.2 ｢ㅂ+初声｣の音韻変化

続いては先行終声｢ㅂ｣と後続初声の両方に音韻変化が生じる語彙に対する詳しい分析を

行っていく。本項では｢압력｣｢갑헌｣の二語が実験に用いられた。
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<表12> ｢압력｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節

転写表記 プリョ / ブリョ 16 / 4 33.33 / 8.33 41.67

変音表記
ムニョ / ムリョ

クリョ
5 / 3

1
10.42 / 6.25

2.08
18.75

閉音節
促音表記 ッリョ / ッニョ 6 / 1 12.5 / 2.08 14.58

撥音表記 ンニョ / ンリョ 3 / 2 6.25 / 4.17 10.42

複合表記 ップリョ / ッブリョ 6 / 1 12.5 / 2.08 14.58

韓国語｢압력[암녁]｣では、｢転写｣が41.67%で内訳は｢プリョ｣が16件(33.33%)と｢ブリョ｣が
4件(8.33%)であり、次いで｢変音｣が18.75%で｢ムニョ｣の5件(10.42%)と｢ムリョ｣が3件

(6.25%)、｢クリョ｣が1件(2.08%)となった。さらに｢促音｣には｢ッリョ｣が6件(12.5%)と

｢ッニョ｣の1件(2.08%)が見受けられ、｢複合｣には｢ップリョ｣の6件(12.5%)と｢ッブリョ｣が1件

(2.08%)で、それぞれ7件(14.58%)と続いた。そして｢撥音｣表記は｢ンニョ｣の3件(6.25%)と

｢ンリョ｣の2件(4.17%)であった。

<表13> ｢갑헌｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節 転写表記
プホ / ブホ
プヒョ / プポ

プフォ

19 / 4
1 / 1

1

39.58 / 8.33
2.08 / 2.08

2.08
54.17

閉音節 促音表記
ッホ / ッポ

ッヒョ
6 / 5

1
12.50 / 10.42

2.08
25.00

複合表記 ップ 5 - 10.42

単音表記
ポ / ピョ

ボ
3 / 1

1
6.25 / 2.08

2.08
10.42

韓国語｢갑헌[가펀]｣でも比較的多様な表記が見られたが、｢転写｣が最も多くて54.17%を

占め、｢プホ｣が19件で39.58%と4割近くを占め、次いで｢ブホ｣が4件で8.33%となり、残り

は｢プヒョ｣と｢プフォ｣、そして｢プポ｣がそれぞれ1件ずつで各2.08%であった。続いて多

かった表記は｢促音｣で25.00%を占め、内訳は｢ッホ｣が6件で12.50%と｢ッポ｣が5件(10.42%)、

｢ッヒョ｣が1件(2.08%)であった。次いで｢複合｣の｢ップ｣が5件(10.42%)、｢単音｣が｢ポ｣3件

(6.25%)、｢ピョ｣と｢ボ｣がそれぞれ1件(2.08%)ずつの計10.42%となった。
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<図2> 終声｢ㅂ｣の音韻変化

先行する終声のみが音韻変化する語彙では、全体96件のうち45.83%に当たる44件が｢転
写｣であり、次いで｢撥音｣が17件で17.71%を占め、続く｢促音｣と｢複合｣はどちらも15件ずつ

で、それぞれ全体の15.63%を占めており、｢撥音｣との差は2件の2.08%に過ぎず、｢単音｣も
1件(1.04%)であった。そして、終声｢ㄱ｣には見られなかった｢変音｣が4件(4.17%)見られた。

先行する終声と後続する初声の両者に音韻変化が発生する語彙の場合では、全体96件の

うち｢転写｣は46件で47.92%を占め、次いで｢促音｣が19件の19.79%であった。続いて｢複合｣
が12件で12.50%となり、｢変音｣が9件の9.38%となった。そして、｢撥音｣と｢単音｣がそれぞ

れ5件ずつの各5.21%であった。

このように、終声｢ㅂ｣のカタカナ表記に対しては音韻変化のない語彙において終声｢ㄱ｣
と同様に過半数以上が｢転写｣であったが、終声単独または終声と初声の両方に音韻変化が

発生する語彙においては｢転写｣が減少する傾向がみられた。これは｢複合｣が多くなったこ

とと終声｢ㅂ｣の音韻変化により｢変音｣である｢ム｣が見られたためであろう。

4.3 初声｢ㄹ｣が終声に後続する場合

ここでは後続初声により先行終声がどのように影響を受けるのかについて観察するため

に初声｢ㄹ｣に各終声が先行する場合について見ていく。音韻変化が発生するものを中心に

｢ㄴ+ㄹ｣、｢ㅁ+ㄹ｣、｢ㅂ+ㄹ｣、｢ㅇ+ㄹ｣の四種類を対象に調査を行った結果を日本語話者の

結果と比較して示した。
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<表14> 初声｢ㄹ｣が終声に後続する場合の日本語話者と韓国語話者のカタカナ表記

初声｢ㄹ｣ 開音節 閉音節 複合
表記

単音
表記転写表記 変音表記 促音表記 撥音表記

日本語話者 137(32.16) 277(65.02)
11

(2.58)
0

韓国語話者
167

(69.58)
13

(5.42)
10

(4.17)
43

(17.92)
5(2.08) 2(0.83)

日本語話者では｢閉音節｣である｢促音｣や｢撥音｣の割合が65.02%と多かったが、韓国語話

者では｢転写｣のみでも69.58%を占めて日本語話者の開音節表記の2倍以上を占めていること

になる。一方、｢撥音｣は先行終声｢ㄴ｣や｢ㅁ｣と連続する場合に音韻変化が起こるが、韓国

語話者では17.92%に留まった。これは音韻変化が起きても｢転写｣する傾向が終声や後続初

声などに関係なく、全般に発生する現象であることを意味している。

<表15> ｢전라｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節
転写表記 ンラ 41 - 85.42

変音表記 ルラ / ルナ 3 / 1 6.25 / 2.08 8.33

閉音節 撥音表記 ンナ 1 - 2.08

単音表記 ×ラ / ×ン 1 / 1 2.08 / 2.08 4.17

韓国語｢전라[절라]｣では、8割以上が｢転写｣の｢ンラ｣で41件(85.42%)を占めた。次いで｢変
音｣が8.33%で内訳は｢ルラ｣が3件(6.25%)と｢ルナ｣が1件(2.08%)であった。｢単音｣の｢×ラ｣
と｢×ナ｣や｢撥音｣の｢ンナ｣がそれぞれ1件ずつで各2.08%であった。

<表16> ｢탐라｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節 転写表記 ムラ 39 - 81.25

閉音節 撥音表記
ンラ
ンナ

8
1

16.67
2.08

18.75

韓国語｢탐라[탐나]｣では、8割以上が｢転写｣の｢ムラ｣で39件(81.25%)を占めた。残りは｢撥
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音｣で｢ンラ｣が8件の16.67%と｢ンナ｣が1件(2.08%)であった。

<表17> ｢십리｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節
転写表記 ブリ / プリ 6 / 5 12.50 / 10.42 22.92

変音表記 ムニ / ムリ 5 / 4 10.42 / 8.33 18.75

閉音節
促音表記 ッリ 4 - 8.33

撥音表記 ンリ / ンニ 12 / 8 25.00 / 16.67 41.67

複合表記 ップリ 4 - 8.33

韓国語｢십리[심니]｣では、｢撥音｣が41.67%と最も多く、｢ンリ｣が12件で25.00%を占め、

｢ンニ｣は8件で16.67%であった。次いで｢転写｣が｢ブリ｣6件(12.50%)と｢プリ｣5件(10.42%)で

22.92%となり、｢変音｣も｢ムニ｣5件(10.42%)と｢ムリ｣4件(8.33%)と続いた。また、｢促音｣の
｢ッリ｣と｢複合｣の｢ップリ｣はそれぞれ4件ずつで各8.33%を占めた。

<表18> ｢종로｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節 転写表記 ンロ6) 28 - 58.33

閉音節 撥音表記 ンノ 20 - 41.67

韓国語｢종로[종노]｣では、｢転写｣の｢ンロ｣が全体の過半数を超えて28件で58.33%を占

め、残り20件(41.67%)は｢撥音｣の｢ンノ｣であった。

4.4 初声｢ㅎ｣が終声に後続する場合

ここでは各終声の後に初声｢ㅎ｣が後続する場合のカタカナ表記について調査し、その結

果を以下の表に示している。本稿では音韻変化が発生するものを中心に｢ㄱ+ㅎ｣、｢ㄴ+ㅎ｣、
｢ㄹ+ㅎ｣、｢ㅁ+ㅎ｣、｢ㅂ+ㅎ｣の五種類を対象に調査を行った。

6) 終声｢ㅇ｣自体が撥音表記に該当するが、本稿では音韻変化後の表記を基準として表記名分類を行っ

ているために、後続初声｢ㄹ｣が音韻変化していない先行終声｢ㅇ｣に対する｢ン｣表記は｢転写表記｣と
して取り扱う。
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<表19> 初声｢ㅎ｣が終声に後続する場合の日本語話者と韓国語話者のカタカナ表記

初声｢ㅎ｣ 開音節 閉音節 複合
表記

単音
表記転写表記 変音表記 促音表記 撥音表記

日本語話者 81(22.82) 83(23.38) 2(0.56)
188

(52.96)

韓国語話者
164

(68.33)
1(0.42)

24
(10.00)

3(1.25) 7(2.92)
41

(17.08)

日本語話者では｢転写｣と｢変音｣表記に該当する｢開音節｣が22.82%であったが、韓国語話

者においては｢転写｣が68.33%と日本語話者の3倍の割合を占めて非常に多くなった。その反

面、｢閉音節｣に当たる｢促音｣は10.00%に留まり、先行終声と合わさり音価が一つになる｢単
音｣は17.08%で日本語話者の3分の1程度と少なかった。日本語話者は学習過程において初声

｢ㅎ｣は子音が先行する場合に音韻変化を起こすということを学習項目として習得するの

で、意識的にカタカナ表記に音韻変化の結果を反映していると考えられるが、ネイティブ

である韓国語話者の場合は多くの音韻変化が無意識的に起きているためにカタカナ表記に

反映されにくいものと考えれる。

韓国語｢역호[역호/여코]｣の結果に関しては上述<表8>の通りである。

<表20> ｢민호｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節 転写表記 ンホ / ンノ 35 / 2 72.92 / 4.17 77.08

単音表記 ﾉ 11 - 22.92

韓国語｢민호[미노/민호]｣では、｢転写｣が77.08%を占め、そのうち35件は｢ンホ｣で72.92%

であり、｢ンノ｣は2件(4.17%)であった。また、｢単音｣の｢ノ｣は11件で22.92%となり、これ

以外の表記は見受けられなかった。

<表21> ｢열호｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 項別(%) 総計(%)

開音節 転写表記 ルホ / ルロ 40 / 2 83.33 / 4.17 87.50

単音表記 ロ 6 - 12.50
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韓国語｢열호[여로/열호]｣では、二種類の表記が見られ、全体の87.50%を占めたものが｢転
写｣で｢ルホ｣が40件の83.33%となり、｢ルロ｣は2件(4.17%)にすぎなかった。また、｢単音｣の
｢ロ｣は6件で12.50%であった。

<表22> ｢김해｣に対するカタカナ表記

類型 表記 件数 総計(%)

開音節
転写表記 ムヘ 32 66.67

変音表記 ミヘ 1 2.08

閉音節 撥音表記 ンヘ 3 6.25

単音表記 メ 12 25.00

韓国語｢김해[기매/김해]｣では、｢転写｣の｢ムヘ｣が32件で全体の66.67%を占めて最も多

く、次いで｢単音｣の｢メ｣が12件で25.00%であった。｢発音｣の｢ンメ｣は3件で6.25%と続き、

｢変音｣の｢ミヘ｣は1件で2.08%であった。

韓国語｢갑헌[갑헌/가펀]｣の結果に関しては上述<表13>の通りである。

4.5 結果の考察

以上の結果について、以下のようなことが考えられる。日本語話者の音韻変化を伴う韓

国語語彙のカタカナ表記において、先行研究で音韻変化を反映した表記である｢閉音節｣が
47.79%と最も多くなり、何らかの形で音韻変化を表記上に示そうとした痕跡が見られた一

方で、韓国語話者は閉音節に該当する｢促音｣の16.03%と｢撥音｣の8.33%に留まり、最も多

かったのは｢転写｣で59.54%に到った。このことから韓国語話者は日本語話者とは異なり、

｢転写｣を多用することが判明した。

この結果は成(2017)が主張するように、韓国語話者がハングルという視覚的情報を重視

しているために終声の発音が変わっても、それをカタカナ表記に反映せずに｢転写｣として

書き記したのであると考えられる。特に日本語話者と韓国語話者がそれぞれの項目に対し

て最も多く示した表記で該当語彙を表した場合を比べると以下のようになる。
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<表23> 日本語話者と韓国語話者のカタカナ表記比較

日本語話者 韓国語話者

독립문[동님문] トンリンムン ドクリプムン

갑헌루[가펀누/가펄루] カッポンル カプホンル

압력못[암녕몯] アムリョンモッ アプリョクモッ

｢독립문｣の語頭平音｢ㄱ｣に対して日本語話者が清音表記｢ト｣と表記したのに対して韓国

語話者では濁音表記をしており、語中終声｢ㄱ｣の音韻変化では日本語話者は撥音表記｢ン｣
に変化させているが韓国語話者は｢転写｣で｢ク｣と書き記した。語中終声｢ㅂ｣の変化には日

本語話者は｢ム｣という音韻変化後の音ではなく｢ン｣の｢撥音｣を使っているが、これは後続

する初声｢ㅁ｣の影響を受けて終声を｢ン｣と表記しても日本語話者の場合は[ｍ]の音として

発音されるために違和感を感じなかったものと考えられる。一方で韓国語話者はやはり｢転
写｣として｢プ｣で表記した。

｢갑헌루｣に対しては｢루｣を楼閣を表す接尾語｢楼｣のように形態素として認識するのか、

単純に仮想語彙として意識するのかによって音韻変化が異なるが、今回の調査では日本語

話者も韓国語話者も音韻変化をさせない｢転写｣の｢ル｣と表記した。語中終声｢ㅂ｣では日本

語話者では｢促音｣と後続初声との単音表記が同時に出現する｢ッポ｣という表記を見せた一

方で韓国語話者は終声と後続初声に｢転写｣を取り｢プホ｣とそれぞれを別々に表記した。

｢압력못｣に対しては語中終声｢ㅂ｣を日本語話者は音韻変化させた｢変音｣しているが韓国

語話者では｢転写｣で示し、語中終声｢ㄱ｣には日本語話者が｢撥音｣した反面、韓国語話者は

｢転写｣を行っていた。このように韓国語話者は終声に対して音韻変化を適用せずに表記さ

れているものをそのままカタカナ表記に変える傾向が確認できた。

このように、同一語彙に対する表記の違いは、韓国語学習者であれば両者の規則性や共

通点などから音韻変化などを推測して元のハングル表記を推測することが可能かもしれな

いが、韓国語の知識を持たない日本語話者には両者が類似語彙であると考えることは可能

かもしれないが、同一語彙を書き示したものであるとは容易には思い当たらないほどに表

記上の差が大きいと言える。韓国語話者が多く見せた｢転写｣の場合、元々のハングル表記

に近い形で表記されているので、表記を再構築するという側面から考えると適している表

記と言えるだろう。しかし、この表記通りに発音した場合、実際の発音とは異なるため

に、学習者のコミュニケーションという側面から考えると適している表現とは言いにくい

であろう。反面、日本語話者の示した音韻変化を反映させた表記の場合、意思疎通におい
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てはある程度有用であると言えるが、本来のハングル表記とはかけ離れてしまうために、

原語復元という側面から考えると、適しているとも決して言えないのである。

5. おわりに

本稿は、韓国語話者である日本語学習者が音韻変化を伴うハングルで示された韓国語の

語彙をカタカナでどのように表記するのかを調べるために実験を行い、傾向を分析した。

その結果、韓国語話者は音韻変化のない語中終声では｢転写｣に該当する｢開音節｣が
50.00%と全体の半分を占めることが分かっていたが、本稿の実験から音韻変化のある語中

終声においても59.54%でむしろ音韻変化のない語中終声よりも｢転写｣が多い結果になっ

た。このことから、韓国語話者は音韻変化の有無に関わらず、意識的・無意識的に語中終

声には｢転写｣をしているということが判明した。しかし転写表記は実際に耳で聞こえる音

声言語と文字言語が乖離しているために、なぜ音韻変化が起こる語彙において被験者が転

写表記を行ったのかについてはフィードバックを行わなかったために知り得なかった。ま

た、日本語における外来語表記法や｢国語の仮名文字表記法｣との比較を通した表記上の乖

離などについては今後の課題としたい。
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<要旨>

 

韓国語話者による音韻変化を伴う終声のカタカナ表記に関する考察

黒柳子生

本稿は韓国語話者が音韻変化を伴う韓国語の語彙をカタカナでどのように表記するのかを調査するために、日本語上
級学習者を対象にハングルで表記された語彙を見て、それをカタカナで表記してもらう実験を行った。この実験では、
韓国語話者が元々の表記に影響されて転写表記を行うのか、あるいは音韻変化した音声を基にカタカナで表記するのか
について分析を行った。
その結果から以下のようなことが判明した。先行研究では、日本語話者の音韻変化を伴う韓国語語彙のカタカナ表記

において、音韻変化を反映した表記である｢閉音節｣表記が47.79%と最も多く、何らかの形で音韻変化を表記上に示そう
とした痕跡が見られる一方で、韓国語話者は閉音節に該当する｢促音｣表記の16.03%と｢撥音｣表記の8.33%に留まり、最
も多かったのは｢転写｣表記で59.54%に達した。このことから韓国語話者は日本語話者とは異なり、音韻変化を伴っても
｢転写｣表記を多用することが判明した。

韓国語話者が多く見せた｢転写｣表記の場合、元々のハングル表記に近い形で表記されているので、表記を再構築する
という側面から考えると適している表記と言える。しかし、この表記通りに発音した場合、実際の発音とは異なってし
まうために、学習者とのコミュニケーションという側面から考えると適切な表現とは言いにくい。反面、日本語話者の
示した音韻変化を反映させた表記の場合、意思疎通においてはある程度有用であると言えるが、本来のハングル表記と
はかけ離れてしまうために、原語復元という側面から考えると、適しているとも言えない。このように韓国語のカタカ
ナ表記には解決しなければならない問題点が依然として多いことが分かった。

A study on Korean Katakana Notation Accompanied by Changes 

in Korean Final Consonants for Korean Speakers

Kuroyanagi, Shigeo

In order to investigate how Korean speakers transcribe Korean vocabulary with phonological changes in katakana, this paper 
conducted an experiment in which advanced learners of Japanese were asked to look at vocabulary written in Hangul and transcribe 
it in katakana. In this experiment, we analyzed whether Korean speakers are influenced by the original notation to make transcription 
notations or whether they make katakana notations based on phonetic changes in speech.

The results of the study revealed the following In the previous study, when Japanese speakers wrote Korean words with 
phonological changes in katakana, “closed syllable” notation, which reflects phonological changes, was the most common notation 
(47.79%), indicating that they tried to show phonological changes in some way, while Korean speakers wrote only 16.03% 
of “prompt” notation, which corresponds to closed syllables, and 8.33% of “repellent” notation. The most common type of 
transcription was “transcription” at 59.54%. This indicates that Korean speakers, unlike Japanese speakers, frequently use 
“transcription” even when accompanied by phonological changes.

In the case of the “transcription” notation shown by many Korean speakers, the notation is close to the original Hangul 
notation, which makes it suitable for reconstructing the notation. However, when pronounced as shown in this notation, the 
pronunciation is different from the actual pronunciation, so it is not an appropriate expression in terms of communication with 
learners. On the other hand, a notation that reflects the phonetic changes shown by Japanese speakers can be useful for 
communication to a certain extent, but it is not suitable from the perspective of restoring the original language because it is 
far from the original Hangul notation. Thus, there are still many problems that need to be solved in the katakana notation 
of Korean.


